
財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容
当連結会計年度におけるアルバックグループの経営成績は、売上高は2,511億84百万円（前年同期比

3.8％減）となりました。半導体及び電子部品製造装置において、先端ロジック・メモリ分野の投資が堅

調に推移したことに加え、先端パッケージング分野も好調に推移しましたが、日本・中国のパワーデバ

イス投資がEV需要の鈍化等により調整されていることや、産業電池業界におけるEVバッテリーの小型大

容量化や安全性向上を目指した量産投資が、車載採用に時間を要し、投資が遅延していることなどが主

な要因となります。

営業利益率は10.6％（前年同期比0.8ポイント減）となりました。これは売上高の減少に加え、今後の成

長に向けた研究開発費の増加を主として、販売費及び一般管理費が増加したことが要因となります。

研究開発費の総額は139億91百万円となり、前年同期から６億78百万円増加しました。研究開発費の

売上高に対する比率は前年同期から0.5ポイント増加し5.6％となりましたが、将来のさらなる成長に向

けて、半導体電子を中心に研究開発力強化のための投資を継続してまいります。

経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等については、アルバッ

クグループは持続的な成長の実現を目指し、2026年６月期を初年度とする６年間の新中長期経営計画「バ

リューアッププラン」を策定いたしました。本計画では、経営資源の最適化を断行し、半導体電子を中心

とした事業ポートフォリオへの見直しを加速させることで、高成長・高収益性の実現を図り、企業価値

の向上を目指してまいります。

新中長期経営計画の数値目標としては、2031年６月期の売上高3,600億円、半導体電子関連ビジネス

売上高構成比60%以上（管理会計に基づく数値）、営業利益790億円、営業利益率22%、ROE16%として

おります。この財務目標の達成に向けて、各種施策を着実に推進し、企業価値の向上を目指してまいり

ます。

文中の将来に関する事項は、2025年10月1日現在において当社グループが判断したものです。

セグメントごとの経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

真空機器事業

売上高は、前年同期比6.2％減の1,990億50百万円となりました。半導体及び電子部品製造装置におい

て、先端ロジック・メモリ分野の投資が堅調に推移したことに加え、先端パッケージング分野も好調に推

移しましたが、日本・中国のパワーデバイス投資がEV需要の鈍化等により調整されていることや、産業電

池業界におけるEVバッテリーの小型大容量化や安全性向上を目指した量産投資が、車載採用に時間を要

し、投資が遅延していることなどが主な要因となります。

セグメント利益率については、当連結会計年度は11.0％と、前年同期の12.3％から悪化しました。これ

は売上高の減少に加え、研究開発費の増加が主な要因となります。

真空応用事業

売上高は、前年同期比6.8％増の521億34百万円となりました。ディスプレイ・半導体電子関連の工場稼

働率が高水準で継続していることや、表面分析機器関連や高精細・高機能ディスプレイ向けマスクブランク

ス関連等の売上高が好調に推移したことが主な要因となります。

セグメント利益率については、当連結会計年度は8.7％と、前年同期の7.3％から改善しました。これは、

相対的に利益率の高い製品の売上高増加が主な要因となります。

財務概況

ULVAC VALUE REPORT 202563

目
次

U
LV
A
C

と
は

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
へ

U
LV
A
C

の
価
値
創
造
ス
ト
ー
リ
ー

成
長
戦
略

価
値
創
造
を
支
え
る
基
盤

デ
ー
タ

PDF02_010_0627058592602.indd   63PDF02_010_0627058592602.indd   63 2026/02/10   18:30:062026/02/10   18:30:06



投資活動によるキャッシュ・フロー

　有形及び無形固定資産の取得による支出などにより、108億円の支出となりました。今後、半導体電

子、半導体電子関連ビジネスへの投資のウェイトを高め、さらなる成長に向けた研究開発投資を強化し

てまいります。

　フリー・キャッシュ・フローは240億11百万円の収入となりました。

財務活動によるキャッシュ・フロー

　業績連動型配当に基づいた配当金の支払などに充当し、142億15百万円の支出となりました。当社は株

主還元を最重要政策の一つと位置付け、連結配当性向35％以上を目途とした業績連動型配当を実施する方

針としております。今後も持続的な成長による長期的な増配に加え、将来的にはさらなる株主還元の拡充

を目指してまいります。

　アルバックグループの主な資金需要は、新たな成長戦略の足がかりとなる研究開発投資や設備投資、事

業により生じる運転資金に基づくもので、とりわけ成長事業として強化を図っていく半導体や電子分野の

開発投資を拡大する予定です。これらの資金需要につきましては、営業活動によるキャッシュ・フロー及

び金融機関からの借入金などにより対応し、資金調達にあたっては、リファイナンスリスクの低減や返済

負担の軽減を図るために、年度別の返済額の平準化に努めております。

　また、金融資本市場の変動や通商政策動向などの影響の広がり等による海外景気の下振れリスクが意識

される中、十分な手元流動性資金を確保するとともに、コミットメントラインを設定し追加資金を確保で

きる体制を整えており、当面安定的な経営が可能な状態にあります。事業環境の急激な変化にも対応でき

るよう、引き続き、適時に必要資金を確保できる体制を維持してまいります。

財務状況
　2025年6月期末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ138億21百万円減少し、3,750億62百万円と

なりました。これは、有価証券が70億円、現金及び預金が26億17百万円それぞれ増加した一方で、受取

手形、売掛金及び契約資産が185億23百万円、有形固定資産が28億24百万円それぞれ減少したことなど

によります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ169億44百万円減少し、1,439億82百万円となりました。これは、

支払手形及び買掛金が74億68百万円、契約負債が36億58百万円、短期借入金が31億94百万円それぞれ

減少したことなどによります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ31億23百万円増加し、2,310億80百万円となりました。これ

は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上を主な要因として利益剰余金が95億81百万円増加した一方

で、為替換算調整勘定が51億77百万円減少したことなどによります。この結果、自己資本比率は59.6％

となりました。今後もキャッシュ・フローマネジメントの強化等により、財務基盤のさらなる強化を目指

してまいります。

　2025年6月期末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ80億68百万円増加

し、926億９百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下の通りです。

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益、減価償却費等の計上に加え、キャッシュ・フローマネジメントのさらなる強

化により運転資金を圧縮したことで、348億11百万円の収入となりました。新中長期経営計画「バリュー

アッププラン」におけるキャピタルアロケーションの実現のために、引き続きキャッシュ・フローマネジ

メントの強化に努めてまいります（2031年６月期までの６か年累計で約1,950億円のキャッシュインを見

込み、そのうち約85％を営業キャッシュ・フローとして獲得することを目指す）。

資本の財源及び資金の流動性について

キャッシュ・フロ－の状況

財務概況
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